
【カーボンニュートラル協議会の分科会活動について】

村の利便性を向上をさせ、子どもから高齢者まで誰もが快適に、
100年先まで住み続けたいと思える村の実現を目指します。

①生活に欠かせない施設が集結

②公共交通が日常の足代わりに

③太陽光でつくった電気を活用
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道の駅に、暮らしの便利が集まる︕
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道の駅がこんなに便利に！

分科会で話し合うテーマは、

①道の駅 ②公共交通 ③公共施設
④カーボンニュートラル（脱炭素）

ここで暮らす私たちや子どもたちが、高い満足度を持ち続けられる。
村外の人たちからも、この村に住みたい・来訪したいと思ってもらえる。
そして、環境に負荷をかけず、心の豊かな村づくりを目指していくために。

分科会へのご参加を心よりお待ちしております。


